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　講演３
メコンボーダー地域のビジネス環境
アジア産業研究センター代表／専修大学商学部教授　小林　守
　専修大学のアジア産業研究センターは、先ほどのお２人のように、現地の方からファーストハンド
のダイレクトな情報をいただいて発信するということと、メンバーが現地に行って、言い方は悪いか
もしれませんが、地べたを這いずり回って集めた情報を発信させていただくという２つのコンセプト
を持っていますので、ここでは２つ目のコンセプトである、地べたを這いずり回って集めた情報をお
届けいたします。
　さて、2014 年 9 月に「東西経済回廊」のベトナムのダナンからラオスのサバナケットまでを踏破し、
いろいろな調査をしてまいりましたのでご紹介いたします。
　この東西経済回廊は、ご存じのようにベトナム中部のダナンから国道９号線を走り、ラオス、タイ、
ミャンマーに抜ける経済回廊になります。この北側には国道 12 号線が走っておりまして、縦には 13
号線があります。13 号線は中国企業等が南北に使っているという情報を得ておりますし、日本企業は
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12 号線を使っております。つまり日中企業が使うメコンの道路が交錯する場所であるわけです。
　ちなみに南部経済回廊、ホーチミンからカンボジアのプノンペンまで行くのは国道 22 号線で、これ
が南部経済回廊の一部をなしております。
　ダナンからラオス中部の都市サバナケットまで 11 時間から 12 時間、この沿線が日本の ODA によっ
て整備された道路とまたはベトナムの国道を使って走る東西経済回廊です。ここに書いてあるように、
古都・フエをショートカットするわけですが、例えばダナンの港で荷物を積むとすると、ここからトラッ
クでスタートします。いったん国道１号線に沿ってハノイ方面に向かいます。途中ドンハで左折をし、
さらに東進しますと５時間ぐらいでラオス・ベトナム国境があります。このように実際に大型トレー
ラーが走ってきています。日本の物流業者さんも通っています。東西経済回廊はあまり使えないので
はないかという意見がありますが、実際に見たところでは着々といろいろな物流業者さんが使ってい
るといえます。
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　国境の町はラオバオといいますが、このようにホテルができています。確認してはいませんが、中
国系ではないかと思いました。別の方の調査では、タイ資本だとか、ベトナム資本がここでショッピ
ングモールをつくったりしています。それが国境の町の状況です。
　さらに国境を抜けていきますと山岳地帯に入ります。山を越えてラオスに入りますが、これがその
状況です。少し舗装されています。写真手前のほうにはガソリンスタンドがありまして、ガソリンを
入れたあとに本道に戻る感じです。
　ここを行きますと、先ほどはアスファルトで固められていましたが、埃をかぶってアスファルトが
見えないところも出てきました。このように穴ボコに水がたまって劣化している道路もあります。で
すから、精密機械等を運ぶという点では問題があるかと思いますが、そのほかの機械類や加工食品等
を運ぶには問題はないと見うけられました。この「東西経済回廊（９号線）」の写真はラオス側です。
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　さらに走っていきますと、またどんどん道路がよくなってきます。ラオス側の９号線の東西経済回
廊は日本の ODA が入ってつくられていますので、このように「道の駅」ができています。ラオス版
の道の駅です。道の駅と申しましてもほとんど売っているものはなく、ジュースやお菓子等が売って
いたり、有料のトイレがあるという程度です。道路のシステム自体がだんだんと日本的になってきて、
使いやすいという感じがいたしました。
　スライド 12 がサバナケットのトラックヤードに着いたトラックです。「TNT」と書かれていました
ので、オーストラリアの物流会社のコンテナを運んでいるものであると思います。これぐらいの大き
さのコンテナも通ってこられているということです。
　ラオスのサバナケットはどういう町かといいますと、あまり大都市という感じではありませんが、
だんだん開発が進んでいます。これは商店街で、庶民がメインで買い物をするのはこの青空マーケッ
トです。このように小さい商店が集合しておりまして、その中にこのような小売店でいろいろな日用
雑貨が売られています。
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　ただ、このサバナケットのすぐ近くにメコン川がありまして、メコン川を渡るとタイになります。
タイのほうに渡って少しいくとウドンタニというタイの大きな町に出まして、南下するとアユタヤや
バンコクにまっしぐらという道路に入りますので、交通の要衝であります。それを見越して大きな流
通業者も入ってきているようです。タイのセントラルという「デパート財閥」と言われる大企業グルー
プはこのようなラオス国境、カンボジア国境、ミャンマー国境の都市にショッピングモールやコンビ
にエンスストアを展開する計画を発表しています。セントラルは日本のファミリーマートとも提携し
ているので、うまくいけば日本のコンビニエンスストアがこうした国境地域に展開する時代が来るか
もしれません。
　写真は建設完成直後のショッピングモールの様子です。ここには立ち寄りましたが、経営者にはお
会いできませんでしたのでどこの資本かはわかりません。しかし、訪問した時点では中にはテナント
が入っておらず、ほとんどがらんどうの状態です。僅かに雑貨を売るお店がスペースを借りて、売っ
ています。先ほどの青空市場の商店がそのまま移ってきたような状況です。
　このような道路を使う日系メーカー企業のビジネスモデルについて、実際に行って確認もしていま
すが、いま新聞報道等に盛んに情報が出ていますのでそれを挙げてみました。南部経済回廊のほうが
より多くの企業が進出し、回廊上にも工業団地ができています。南部経済回廊はホーチミンシティか
ら 22 号線を通ってプノンペンに行き、ゆくゆくはタイのほうに抜けということだと思いますが、現在
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のところプノンペンのシアヌークビルという港から荷物を船積みし、レムチャバンの港に運ぶといっ
た物流の連結をしております。
　例としては、ホーチミンで製造された液晶テレビの部品を賃金の安いカンボジア国境地帯の 22 号線
沿いにあるバベットの工業団地で組み立てて、タイの日系電機メーカーに納入するといったようなビ
ジネスモデルが実際に確認されました。一方の東西経済回廊ですが、すでに新聞報道にもありますが、
サバナケット自体に日本の物流会社が子会社を立てていまして、この東西経済回廊の物流網サービス
をしようと言っています。サバナケット自体にも工業団地がありますが、タイ東北部にも連結しますし、
国境を渡ってすぐのコンケーンというところにも連結しますので、東西経済回廊がもう少し物流が頻
繁になってきて、周辺に大きなショッピングセンターができるなど、１つの核となるような町の都市
化が進めば頻繁に使われるルートになるのではないかと思います。
　例としては、サバナケットで生産された車のシートのカバーをタイの国境であるムクダハンに持っ
て行き、さらに日系自動車会社が多くあるアユタヤに持って行ったり、日本の製造業が多く進出して
いる東部臨海・バンコク方面に持って行ったりします。ですから、タイでは賃金が高くできないよう
な付加価値の低いものは国境を越えてすぐのサバナケットでつくり、タイに出荷するというモデルと
して、実際に東西経済回廊が使われ始めています。
　物流業者さんとしても日本ロジテム、三菱倉庫、日新、郵船ロジスティクス、日本通運がオペレーショ
ンを始めているようです。
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　ここで問題はラオスがただ通過するだけの国になってしまうのではないかという懸念です。通過す
るだけであればあまり東西経済回廊は意味がありません。ダナンから我々が走ったラオスのサバナケッ
トに工業団地ができて、これはマレーシア資本だったと記憶していますが、このようにラオス企業 15 社、
タイ企業９社、日系企業７社、その他９社と 40 社ぐらいが進出しています。トヨタ紡織も進出してい
ます。このように工業団地ができてきています。いまのところ回廊上には、このサバナケットのサワン・
セノ工業団地だけですが、今後これがどう増えていくのか、サワン・セノが拡張していくのかはまだ
わかりません。
　ただ、南部経済回廊の工業団地と比べるとその差は歴然です。代表的な工業団地を見ますと、ベト
ナム・カンボジアを結ぶ南部経済回廊にはプノンペン SEZ（工業団地）、シアヌークビルポート、シアヌー
クビル、マンハッタン、タイセン、コッコン、ポイペトがありまして、日系企業の進出数はそれぞれ
こういう数字になっています。これは去年の時点の数字になりますが、このように日系企業が進出し
ているわけです。　
　このように見ましても、南部経済回廊のほうが先をいっていますが、カンボジアからタイに抜けた
その先の道路の状況は今一つよくわかりません。したがって多くの荷物を船便で港から出していると
いうように感じるところがあります。それに比べ、東西経済回廊は整備されれば一気に陸路で行ける
という今後の将来性があると思います。
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　表１はこの調査で企業等のインタビューをした成果の要約メモです。本日は時間の制約の関係上、
詳細は省略させていただきます。
　回廊をめぐっては、だんだんとタイ資本が展開しようとしています。物流がこのように道路でうま
く流れるようになれば、これから流通業もいろいろな資本、特に華人資本は流通業に強いので、タイ
の華人資本が展開してくるのではないかと報道されています。CP グループ（チャロン・ポカパン・グルー
プ）はタイの華人資本で有名な企業ですが、これはコンビニエンスストアチェーンや食品加工等のビ
ジネスを擁しており、中国との関係が非常に強いタイ華人企業です。中国とタイ、そのまん中にこの
メコン地域がありますので、CP は投資先として非常に熱い視線を持っているのではないかと思います。
　そのほか、タイ華人の小売流通企業には先ほど述べたセントラルグループ、サハグループといった
ところがあります。日本企業と非常に親密な関係にある華人企業の両グループも食品加工や工業団地
をやっていますので、今後タイからラオスというルートに出てくるのではないかと思っています。
　ラオスはご紹介のとおりかつてタイ領で、フランスが分割したという歴史があります。言葉もあら
かた通じますし、文化的な近接性もあり、生産、物流、消費のチェーンがこちらに出てくるのではな
いかと思っています。
　さて、最後は結論です。この地域の今後の発展を考えるときにどこを見たらいいのかということで
す。ハノイ、ダノン、ホーチミンが外縁部にしみ出すようにグレータ ・ーホーチミンとか、グレータ ・ー
ハノイ等になっていますので、第１にはこれがどうなっていくのかということです。ダナンもどんど
ん発展していくと、円が大きくなればその回廊もどんどん使われるようになりますので、外縁部の都
市化が順調に進んでいくのかどうかということです。
　２番目には回廊以外の陸上国境物流ネットワークの整備状況です。横に東西回廊の９号線が走って
いて、縦には 13 号線が走っています。これは中国の雲南省からきます。そして、９号線の北側に 12
号線が走っていて、いろいろな日本ではあまり報道されないような道路が整備されてきています。日
本の我々は東西経済回廊だけしか見ていないのですが、そこから連結される道路が発展してきていて、
現地のビジネスの世界ではそうした他の道路と併せて最適な物流をどうするかと言うことを考えてい
ます。そこがどういうふうに活用されていくのかという点です。
　３番目は、このような物流網の発展によってだんだんと沿線の農村部の発展が進むのではないか、
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それが実際に起こってくるのかどうかという点です。国境地帯ですからいろいろな国籍の資本が集まっ
てきます。ラオスやカンボジアへはタイ資本やベトナム資本が入ってきています。これらの投資家に
は不動産業を兼ねている人が多く、当然、他のビジネスと併せて不動産事業を行う華人資本も入って
きています。
　このような視点を合わせて見ますと、日本人はこの地域を「中国＋１」とか「タイ＋１」といった
ように、人件費が高くなったためにビジネスがやりにくくなり、ベトナムのほうがいいという視点で
見てしまいますが、いろいろな国の資本が、いろいろな物流のネットワークの整備、あるいは AEC と
いう経済的な自由貿易地域の完成によっていろいろなビジネスを考えているわけです。我々はそうし
た多様な資本の動向も見ていく必要があるのではないかと考えます。
　スライド 23・24 は参考で、東西経済回廊とは関係ありませんが、ベトナムの大手の民間資本がつくっ
た工業団地です。ここに日系の賃貸工場の写真があります。地元資本の工業団地に日系の中小企業が
展開していくという進展もよく見られるようになるのではないかと思います。
　簡単ではございましたが、現地調査の報告でございました。ご静聴ありがとうございました。
